




































（FASB, 2006, para. C16）という文 が使用さ
れている。そして、「現実 界の経済現象」と
いう文 は強調に値するとして、次のような解




















































































































として「社会の哲学（the philosophy of society）」
あるいは「社会存在論（social ontology）」を構
想しているのである（Searle, 2009, p.5）。そして、






後述するように、 テ ッ はサールのこうし
た主張を「二 論」であるとして批判している




サール自 は、2 つの 界を想定する二 論や
3 つの 界を想定する三 論を 否している
（Searle, 2009, pp.3-4）。二 論は 界を 理的
な 界と社会・文化的な 界とに分ける考え方














































が述べているところでは（Searle, 2009, pp. ⅺ
- ⅻ）、2003 年に『アメリカ経済学・社会学


























































（Searle, 1995）と『社会的 界の製作』（Searle, 
2008）の説明に基づいて する。





























は、 ェスだけでなく など各 の ームの
規則が挙げられる。例えば、 において、








造 が発行する （ ）は合 国（C）に
おいて （ ）と見なすという構成的規則が
いているのである。アメリカの大統 の例で
は、バ ク・ バ （ ）は合 国（C）にお
いては大統 （ ）と見なされるのである。こ





し い 説 明 の た め に は、「 地 位 機 能（status 






























































「状況 C において は と見なされる」にお















うか。それは、 理的な に対して という
地位が付与されるが、その付与される地位それ
自体が言 で表現され、 理的な とは異な
るものとして扱われるという。また、あるもの















関連のある 2 点について 単に説明しておきた
い。



































































ころで、哲学研究者である メ （ uomela, 





















































































や 察 をも内生的な ームのプレー ーとし































ではなく、社会的コ ニ ー ンの観点か
ら制度において言 が果たす役割の重要性を説
いているのである。






















































































































































次 が説明されている。その次 の 1つとして、
「 の基礎」という次 が『制度と組織』の
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